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1.1.1.1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

    

 ブロードバンドの普及により，Web 上の画像が

増加している．画像を検索する際，ユーザは目

視確認するため，画像全体を表示する必要があ

る．このため画像を確認・判断するには時間を

要する．本研究では効率良く画像探索するため，

ユーザにとって重要と思われる領域から優先的

に伝送し，全ての画像情報を送らずに情報を把

握・判断できる伝送方式を提案する． 

 

2222．．．．注視領域優先伝送注視領域優先伝送注視領域優先伝送注視領域優先伝送システムシステムシステムシステム    

    

2.12.12.12.1 注視領域優先注視領域優先注視領域優先注視領域優先のののの標本化標本化標本化標本化    

    

 「画像中の特定の対象を探す」という操作を

迅速に行うには，ユーザが注目する対象が表示

されている領域を注視領域とし，注視領域の画

素を密に，注視領域から周辺に遠ざかるにした

がって粗く標本化することが有効と考える． 

注視領域の中心の画素の番号を 0 とし，0 から

n-1 までの画素を等差級数にしたがって標本化す

る．図１は画素が一次元に並んだ画像の例であ

る．まず画素番号 0,1,3,6,10,15…の画素を標本

化する．この標本化した画素の集合を第 1 レイ

ヤの画像とする．次に画素番号 2,4,7,11,16…の

画素を標本化する．この標本化した画素の集合

を第 2 レイヤの画像とする．以下同様に全ての

画素を標本化するまで繰り返す． 
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図１ 画像の標本化 

 

 

 

 

図１では第 m レイヤまで画像の全ての画素を

標本化したことを表している．第 m レイヤの画

像において，注視領域の中心の画素から数えて，

n 番目の画素の元画像の位置を表す画素番号は式

(1)で表すことができる． 
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 本標本化方式により標本化した画素と画素の

間隔は周辺にいくほど大きくなる．したがって

JPEG などの直行変換符号化を行うには，円周方

向に対しても同様の標本化を行い，標本化した

画素の集合を正方形にする必要がある． 

 
図２ 半径/円周方向の標本化 

 

2.22.22.22.2 高周波成分高周波成分高周波成分高周波成分のののの品質補償品質補償品質補償品質補償    

    

 等差級数にしたがって標本化して再構成した

画像の隣接画素の相関は，周辺の位置では元の

画像の隣接画素より低い．標本化を施した画像

を符号化すると，標本化された画素で構成され

る周辺領域の高周波成分が失われる．そこで，

標本化により強調される高周波成分を予め低周

波成分へ畳み込み，受信側でこの逆操作を行う

ことで，高周波成分を補償する． 

 畳み込みには FIR (Finite Impulse Response 

Filter) フィルタを用いる．T は 1 標本化時間の

遅延時間，n,εはフィルタの係数である．この

フィルタの伝達関数は，式(2)となる． 
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ただし，η=1-εである． 

また受信側で使用する復元フィルタは iFIR 

(inverse Finite Impulse Response Filter) フ

ィルタを用いる．この伝達関数は，式(3)となる． 
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Transmission method using Priority Fixation area. 
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2.32.32.32.3 間引間引間引間引かれたかれたかれたかれた画素画素画素画素のののの補間補間補間補間    

    

 注視領域標本化を行い第 1 レイヤから順次転

送し，受信側では送信側で行った操作の逆の手

順により画像を伸張し，各レイヤを合成して再

生画像を得る．受信されていない画素は隣接画

素との距離の比を用いる線形補間を施す. 

    

2.42.42.42.4    システムシステムシステムシステムのののの構成構成構成構成    

 

 図 3 に注視領域優先伝送方式のシステムの構

成を示す．処理手順は以下のように行う． 

(1) 入力画像に対して本標本化方式を施す． 

(2) FIR フィルタを適用する． 

(3) 画像を符号化し伝送する． 

(4) 伝送した画像を復号化する. 

(5) iFIR フィルタを適用する． 

(6) 本標本化により間引かれた画素の補間を施し

再生画像を得る． 
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図 3 注視領域優先伝送方式のシステムの構成    

    

3.3.3.3.    実験結果実験結果実験結果実験結果    

    

 図 4(a)に示す原画像の中央の花を注視領域と

し，等差級数に従い標本化し，9 レイヤ重ね合わ

せた画像を図４(b)に示す．図 4(c)は標本化を施

した画像の周辺の画素を，注視領域を中心に再

構成した画像である．また，図 4(d)は画像を受

信後，補間を施した結果である．注視領域の花

に関しては，視認性が高く周辺領域に対しては

対象物の概略が識別できる結果が得られた． 

 伝送するレイヤ数を増やすにしたがって注視

領域から周辺方向に画素が満たされる．このこ

とより画像全体の信号対雑音比(PSNR)も向上し

ていると予想される．本方式を適用させた画像

について単位面積当たりの PSNR を求めた結果を

図 5に示す． 

レイヤ数が増加すると共に画像全体の PSNR が

改善されている．また，原画像を 1/2 に標本化

し，補間を行った結果も示してある．中心位置

の PSNR が 23dB に対して第 9 レイヤまでの伝送

で約 42dB と，注視領域の PSNR が向上している

ことがわかる． 

(a)  (b)  

(c)     (d)   

図 4 実験結果画像 
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図 5 単位面積当たりの PSNR[dB] 

 

4.4.4.4. おわりにおわりにおわりにおわりに    

    

本研究は，伝送の早い過程で注視領域に対し

情報量を多く与え解像度をあげる注視領域標本

化手法と本標本化による高周波成分の欠落を補

償するための方式について提案し，受信側は早

期に対象物を識別することが可能になることを

示した．また本研究での適用範囲は，対象物を

直視しながら画像検索する場合や，遠隔監視な

どの対象物を直視するといった場合などに有効

な手段であると考えられる． 

今後は，対象物が複数ある場合や動画像にお

ける人間の眼球運動や視点移動を考慮した注視

領域抽出などについて検討を進める． 
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